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（周産期医療の不足）  

○周産期医療の病床や医師・看護師等が  
不足し、救急医療との連携も不十分。  

科医療以外にも対応できるよう周産期医療と救急医療の確保と  

（救急患者の受入れに時間がかかる）  
総務省、文部科学省と連携】  

○救急患者が、病院に受け入れられるま  
でに時間がかかるケースがある。  

＞ドクターヘリの配備推進  

＞地域における搬送・受入ルールの策定など医療と消防の連携強  

化。「消防法の一部を改正する法律案」■を今国会に提出  

【総務省消防庁と連携】  

救急患者の円滑な受入れを支援する情報システムの開発  

【経済産業省と連携】  
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これまでの医師確保対策に関する厚生労働省の取組み  

平成18年度補正予算への反映【約8億円】  

産科医療補償制度の制度設計等のための支援 等  

◆ 平  

阜医師不足彪．好仁対する全戯鉄労の癌好等からの腰岩原   

辟彪厚顔新道システムの藤野  

ノ＞労務医の遜＿曇労彪孝靡消サ‘るた（めの助産プ貫好の劇紆筈  

キ女塩原許筈の靡きやデい戯場j貫好の塵好  

今度節不眉遡噸■や脚で財産す‾る凰好の二養成の超逆夢   

平成20年度予算への反映【約161億円】  く．J   

医師不足地域に対する医師を派遣する病院へ  
創設等、地域における医師派遣システムを構築  

交代勤務制を導入する医療機関への補助等」  

病院勤務医の職場環境の整備  
都市部の臨床研修病院について、医師不足地域での研修を支援する補助事業を創設  
女性医師バンクの拡充等、女性医師の働きやすい職場環境の整備 等  

平成20年度診療報酬での対応  
病院勤務医の支援に1500億円を充て、勤務医の負担軽減や産科・小児科の重点的な評価を実施  

（ハイリスク妊産婦、救急搬送の評価、医療事務補助職員の配置の評価等）  

大学医学部の定員増  
平成20年度から最大395名の定員増（平成20年度は16大学■168名の定員増）   



＞ へき彪以外の静不居∴＝あると都道府賃カぢ認めた彪助こ材Lこ厘静の労≠労音肋で可彫  

＞度肝筈手をぐ丁る．対応棚を整督  

♪痴好事■あ常許する虜コ乙オ貸彦人や必五行炭二法人等カ〔彪方公ニ＃ノ野併の要房に基づき、  
当彪〕晩方公＃ノ野併の圧点にガL＃眉卯コ賢療の窟併を行ラ場合／こ要す石屋眉／ニつい瀾等が碓  

＞脚かごお／ナる牙亡の脚■朝顔止筈の産γ方につい丁、こカ夏てヨ次仁わたり  
公表■貴君基質脚L徴証斉家好ま克た店請蒼の虜辟点でのイメージを公表・朗易者  

＞ 7ノ勝幸者の雛紺   
ヱノ彪．好で支度る医療の超適■   
βノ厚療霹事者と者者■家筋の虜膨の鹿ぎの3本鐙を中心ノご、将来邑屠新た皮革を行ラ  

＞ これ君での戯議決居に作カリ、早急ノこ避去新鹿∠要吉で皆貞す名ととるに、  
さらに今度の必要を原職訂二ついて鮒   



◆ 平  

平成21年度概算要求への反映【約730億円】  【健康に心配があれば、誰もが医療を受けられる社会】  
・戯居厚顔の腐潔、屋形・小．好獄医療の虜僕等、彪細密  
とその好い手の腐深  

・彪ン宕居着力働覿覿野仁虚勢＝麿／九入力ら．れる併厨づてり  
■産辟養彪の」監オ  

・労務医の滋乱費労励の改善  

一厘据庚力酬彪－をどへ摩据置を鹿選 者  

救急医療や産科医療を担う医師に対する財政的支援  

へき地医療を担う医師や医師確保困難地域への  
医師派遣の実施への財政的支援  
管制塔機能を担う救急医療機関に対する支援  
女性医師、看護師等の乳幼児の保育に対する相談等、  

女性医師等、看護師等の離職防止・復職支援  

短時間正規雇用や交代勤務制等を導入する医療機関への補助の拡充 等  

平成20年度補正予算への反映【約78億円】  

医師派遣を行う医療機関に対する支援の強化  
地域において管制塔機能を担う救急医療機関に対する支援の実施  

短時間正規雇用を導入する病院に対する支援の実施 等  
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＞．第三身赦急医療鹿厨の充穿  
＞ 眉二次激居厚顔磯原切．充実’  
j－ 彪虐彪／二おげる課厨と丹野な安スカ鹿ぎ／ニつい丁筈■  

◆ 平成  

タ感涙醐ひ瀞窟デる親好等■のあ払方等につい手絡討   

平成27年2月7ββ意屠とりまとめ  

＞厚顔の卒好一卒彦教育の麒をばCめとLた虚床柳蜃のあれ才の鮒  
♪彪威医療／ニ好事する劫虜産■の待避政吉、戯虐屋：療伊都の＿貢窟筈   



＞ 機首の基本方軌あ好ま売、平成2／年度脚ス芋定貞を尻〃ββ名へ屠貞  

＞棚虎魚医療の適度の基本1汐棚み筈について鮒  

＞ 春彦舷貞の屠の席上と膚尿  
＞・チーム厚療の席題、着岸教育のあ払方等／二つい瀦  

ー   ■   1  

◆ 平成20  

j－雌療の脚焙芽離ため、  
鹿麻全体で薗好を村有家忍倉ノ抒に  

窟遭すること委gノ抒  

ノ＞ 符仁者庁遵据挽LT   
■ 鰍感涙柳虔の．屠乱  

伐甥閣苧省■原生動軌針   

■ 叔急医療イ嚇療のあ払方  
傲豹労音■廊虜省眉防庁  

文抑学者■磨済産若者ノ  

・．遠衛療皮肝の一昔屠方：葺と   
その磨盟友宥  

僻者■厚生労励省ノ  

【地域医療の確保に関する各省の取組】  
◆紺ぎ（ク7年度密方鰯夢予屋’74ロβ庶聯   

・公立病原に腰する彼方財炭鰐眉切憾膏堵  
－′減防鰍鰍の慮虜 筈   

◆文王野村苧ぎ「ク7年虐新予算蒼270鮒   
・．方草痴好の原産樹医疫体制整頗計画の磨遷   
・大学痴好の風紋怒穿  

■．大字病変労務医の労務者穿の訝善筈   

◆ノ厚生労虞診ぎ（ク7年虐濁櫛予算君42β庶仔ノ   
・庇居、屋形、へ麦観医療を好桑軌教区筈の手当へのノ財J敵方好   
・彪．好への厘抑遣∧＝威力する医療膨厨への．財政安居   
・叔虐厚顔体制砂塵腐  

一胱療併尉の挽炭虐厘虜の題選者仕 草  
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